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東
京
大
学
が
授
業
料
の

値
上
げ
を
決
定
す
る
な
ど
、

大
学
の
学
費
値
上
げ
が
社

会
問
題
と
な
る
な
か
、
日

本
共
産
党
は
２
日
、「
学
費

値
上
げ
を
許
さ
ず
、
値
下

げ
に
ふ
み
出
し
、『
学
費
ゼ

ロ
』
の
社
会
に
む
け
て
力

を
合
わ
せ
よ
う
」
と
訴
え

る
ア
ピ
ー
ル
を
発
表
し
ま

し
た
。 学

費
値
上
げ
許
さ
ず
、
学
費
値
下
げ

「
学
費
ゼ
ロ
」
社
会
へ
力
合
わ
せ
よ
う

　
　
日
本
共
産
党
が
ア
ピ
ー
ル

　

会
見
で
山
添
拓
政
策
委

員
長
は
、
自
民
党
政
府
は

く
の
無
策
だ
」と
批
判
。石

破
茂
首
相
が
総
裁
選
の
公

約
に
国
立
大
学
・
高
専
の

学
費
無
償
化
を
掲
げ
て
い

る
こ
と
に
つ
い
て
、「
具
体

策
は
見
え
ず
、
一
方
で
政

府
が
『
個
別
の
大
学
が
判

断
す
る
』
と
答
弁
し
て
き

た
こ
と
と
の
関
係
な
ど
、

本
来
国
会
審
議
で
た
だ
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

強
調
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
来
年
度
概
算

要
求
で
軍
事
費
が
８
兆
５

３
８
９
億
円
と
、
文
教
関

係
予
算
の
約
２
倍
に
達
し

て
い
る
と
告
発
。
大
企
業

へ
の
優
遇
税
制
な
ど
を
見

直
す
こ
と
で
20
兆
円
の
財

源
が
生
ま
れ
る
と
示
し
、

「
学
生
や
大
学
人
、国
民
が

力
を
合
わ
せ
、
学
費
ゼ
ロ

の
社
会
を
目
指
す
道
へ
進

も
う
」
と
呼
び
か
け
ま
し

た
。

「能登半島豪雨災害緊急募金」　
　　へのご協力を訴えます

　９月２1 日から発生した石川県能登地方での
豪雨によって、甚大な被害が発生しました。
　お預かりした救援募金は、日本共産党の政治
活動のための資金と区別し、全額を被災者救援、
被災自治体のために活用します。
　募金は、下記で受け付けています。

【郵便振替】
　口座番号　　００１７０－９－１４０３２１
　加入者氏名　日本共産党災害募金係
＊通信欄に「能登半島豪雨災害緊急募金」と
　ご記入ください。手数料はご負担願います。

核禁条約批准新たに３カ国
インドネシア・シエラレオネ・ソロモン諸島

　８月 24 日、インドネシア、シエラレオネ、ソロモン諸
島の３カ国が新たに核兵器禁止条約に加入しました。これ
により同条約の批准国は 73 カ国となりました。署名国は
94 カ国です。
　ＩＣＡＮのパーク事務局長は、「核の危機が高まる時代に
おいて、核兵器廃絶への信念あるリーダーシップがこれま
でにも増して重要だ」と指摘しました。

　

新
首
相
に
石
破
茂
氏
。

「
早
々
に
解
散
す
る
と
い

う
が
、
争
点
隠
し
で
論
戦

か
ら
逃
げ
た
」「
裏
金
議
員

も
公
認
す
る
そ
う
だ
」「
総

裁
選
で
は
、
国
民
の
納
得

と
か
言
っ
て
た
け
ど
、
口

先
だ
け
だ
っ
た
」「
軍
事
同

盟
強
化
や
核
共
有
な
ど
の

改
憲
・
タ
カ
派
で
も
あ
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

立
憲
民
主
党
の
代
表
に

野
田
佳
彦
氏
。「
安
保
法
制

は
す
ぐ
に
廃
止
で
き
な
い

と
い
う
が
、
廃
止
は
市
民

と
野
党
の
共
闘
の
原
点
の

は
ず
だ
」「
一
方
で
維
新
な

ど
と
の
協
力
も
言
っ
て
い

る
。
こ
れ
で
は
ど
う
い
う

政
治
を
め
ざ
す
の
か
わ
か

ら
な
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

日
本
共
産
党
の
提
案

学
費
値
下
げ
の
た
め
の
特
別
措
置

①
た
だ
ち
に
授
業
料
半
額
・
入
学
金
ゼ
ロ

②
給
付
中
心
の
奨
学
金
の
創
設

③
奨
学
金
返
済
の
半
額
免
除

　

イ
ス
ラ
エ
ル
が
レ
バ
ノ

ン
に
地
上
侵
攻
。「
イ
ス
ラ

エ
ル
は
ヒ
ズ
ボ
ラ
拠
点
を

空
爆
し
た
。
多
数
の
死
者

が
出
て
い
る
」「
イ
ラ
ン
が

弾
道
ミ
サ
イ
ル
を
イ
ス
ラ

エ
ル
に
向
け
て
発
射
し
た
。

報
復
だ
と
い
う
」「
国
連
の

グ
テ
レ
ス
事
務
総
長
は
暴

力
の
応
酬
や
め
よ
と
訴
え

た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

英
国
の
石
炭
火
力
発
電

所
が
全
廃
さ
れ
た
。「
１
４

０
年
の
歴
史
に
幕
を
引
い

た
」「
Ｇ
７
で
は
初
め
て

国
立
大
の
学
費
値
上
げ
の

動
き
を
他
人
事
の
よ
う
に

述
べ
る
だ
け
で
、「
ま
っ
た
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自
民
党
石
破
茂
総
裁
は

党
内
き
っ
て
の
改
憲
・
タ

カ
派
で
す
。
総
裁
選
で
中

国
抑
止
の
た
め
の
「
ア
ジ

ア
版
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
」
の
創
設

を
強
調
。
米
軍
の
核
兵
器

の
「
共
有
」
を
主
張
し
て

い
ま
す
。
同
盟
の
要
請
に

基
づ
い
て
自
衛
隊
の
海
外

派
兵
・
武
力
行
使
が
可
能

石
破
総
裁

外
交
な
し
の
危
険
な
軍
事
一
辺
倒
　
　

　
憲
法
改
悪

　
ア
ジ
ア
版
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
で
核
共
有

　第 42回　むさしの子どもまつり
 　10 月 20（日）10:00 ～ 14:00　雨天中止　
 　都立武蔵野中央公園（通研南側）　参加無料

だ
。
日
本
は
見
習
う
べ
き

だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

袴
田
巌
さ
ん
に
再
審
で

無
罪
判
決
。「
有
罪
の
決
め

手
と
な
っ
た
証
拠
は
捜
査

機
関
に
よ
る
捏
造
と
断
じ

に
な
り
、「
専
守
防
衛
」
を

完
全
否
定
し
ま
す
。
ま
た

「
戦
力
不
保
持
」を
掲
げ
た

９
条
第
2
項
を
削
除
、
さ

ら
に
国
防
軍
の
創
設
、「
徴

兵
制
」
合
憲
も
主
張
し
て

い
ま
す
。

　

石
破
氏
は
日
米
地
位
協

定
の
改
定
も
主
張
し
て
い

ま
す
が
、
中
身
は
グ
ア
ム

へ
の
自
衛
隊
駐
留
な
ど
で
、

「
米
軍
の
負
担
軽
減
」の
た

め
と
い
う
も
の
。
米
軍
基

地
に
よ
る
住
民
の
「
負
担

軽
減
」
に
は
一
切
言
及
な

し
。「
対
等
な
同
盟
」と
い

い
な
が
ら
、
安
倍
・
岸
田

政
権
と
お
な
じ
対
米
従
属

そ
の
も
の
で
す

　

石
破
氏
か
ら
外
交
が
全

く
出
て
き
ま
せ
ん
。
９
条

否
定
論
が
根
底
に
あ
り
、

９
条
に
基
づ
く
外
交
戦
略

を
立
て
る
こ
と
が
で
き
な

い
か
ら
で
す
。

　日本共産党都議団が調査

　都の会計年度任用職員制度
女性差別につながっている

　

東
京
都
で
は
、
相
談
支

援
員
や
消
費
生
活
相
談
員
、

学
校
司
書
、
学
校
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
な
ど
女
性
が
多
い

専
門
職
が
非
正
規
職
員

（
会
計
年
度
任
用
職
員
）と

し
て
雇
用
さ
れ
、
低
賃
金

で
女
性
が
担
っ
て
い
る
実

態
が
日
本
共
産
党
都
議
団

の
調
査
で
浮
き
彫
り
に
な

り
ま
し
た
。

　

共
産
党
都
議
団
は
９
日
、

「
会
計
年
度
任
用
職
員
制

度
が
雇
用
形
態
を
通
じ
た

女
性
差
別
に
つ
な
が
っ
て

い
る
」
と
し
て
、
▽
会
計

年
度
任
用
職
員
の
年
齢

別
・
男
女
別
人
数
の
調
査
・

公
表
▽
現
在
４
回
ま
で
と

な
っ
て
い
る
契
約
更
新
の

上
限
の
撤
廃
▽
妊
娠
・
産

休
・
膏
休
を
理
由
に
し
た

雇
い
止
め
を
し
な
い
▽
時

中
学
生
か
ら
知
り
た
い

パ
レ
ス
チ
ナ
の
こ
と

　

ミ
シ
マ
社

　

本
体
１
８
０
０
円

　

イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る
ガ

ザ
へ
の
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
攻

撃
に
心
が
痛
む
。
な
ぜ
狂

気
を
止
め
ら
れ
な
い
か
。

こ
の
本
が
い
ち
ば
ん
腑
に

落
ち
た
。

　

ア
ラ
ブ
文
学
・
岡
真
理
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
史
・
小
山
哲
、

現
代
史
・
藤
原
辰
史
の
講

演
、
鼎
談
か
ら
な
る
こ
の

本
は
、
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
後

の
難
民
問
題
を
イ
ス
ラ
エ

ル
建
国
（
パ
レ
ス
チ
ナ
人

を
難
民
化
）
に
押
し
つ
け
、

現
在
も
ア
メ
リ
カ
や
ド
イ

ツ
な
ど
主
要
国
が
支
援
し

て
い
る
、
と
指
摘
。
植
民

地
か
ら
み
た
新
し
い
世
界

史
を
、
の
提
言
に
納
得
す

る
。　
　
　
　
　
（
Ｎ
）

　　
格
安
航
空
を
体
験

　

最
近
格
安
航
空
に
乗
っ

た
。
各
座
席
に
置
か
れ
て

い
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
、

以
前
は
詳
し
い
地
図
が
掲

載
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ

が
無
く
、
窓
の
外
か
ら
見

え
る
地
上
の
景
色
が
、
ど

の
あ
た
り
か
の
手
が
か
り

が
な
い
。
ス
マ
ホ
の

Google

マ
ッ
プ
の
航
空

写
真
を
出
そ
う
と
し
た
ら
、

W
i-Fi

接
続
し
て
い
な
い

時
は
見
ら
れ
な
い
。
持
ち

合
わ
せ
て
い
た
地
図
を
出

し
て
見
て
、川
と
か
湖
、海

岸
線
を
手
が
か
り
に
ど
こ

を
飛
ん
で
い
る
か
が
分

か
っ
た
。　
　
　
（
Ｗ
）

た
」「
裁
判
長
が
長
い
時
間

が
か
か
っ
て
申
し
訳
な
い

と
謝
罪
し
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

能
登
豪
雨
。「
１
月
の
地

震
か
ら
復
旧
・
復
興
へ
よ

う
や
く
立
ち
上
が
ろ
う
と

し
て
い
る
矢
先
だ
っ
た
」

「
仮
設
住
宅
が
床
上
浸
水

し
た
」「
地
震
復
旧
の
遅
れ

が
豪
雨
災
害
を
大
き
く
し

た
と
の
指
摘
も
あ
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

大
谷
翔
平
選
手
、
ナ
・

リ
ー
グ
２
冠
。「
54
本
塁

打
、
１
３
０
打
点
は
す
ご

い
」「
盗
塁
も
59
だ
っ
た
」

「
ポ
ス
ト
シ
ー
ズ
ン
も
楽

し
み
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
急
に
気
温
が
下
が
っ

て
朝
晩
寒
い
。
長
袖
や
布

団
を
出
し
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
フ
ヨ
ウ
の
花
が
あ
ち

こ
ち
で
見
ら
れ
る
」「
ギ
ン

モ
ク
セ
イ
の
白
い
花
が
咲

き
だ
し
た
」

　今年も通研の南側の中央公園で、「むさしの子ど
もまつり」が開催されます。幼児から小学生や大
人も一緒に、お金を使わず一日おもいっきり遊び
楽しめます。「木工教室」「ストラックアウト」「け
ん玉・ベーゴマ」「和太鼓演奏」など遊びや見るも
のがいっぱい。食べ物店はありませので、お弁当
持参で親子一緒に参加し楽しみませんか。
　　　主催：むさしの子どもまつり
　　　　　　実行委員会

間
講
師
な
ど
へ
の
社
会
保

険
適
用
▽
継
続
的
に
仕
事

を
す
る
職
員
の
正
規
化
ー

な
ど
を
小
池
百
合
子
知
事

宛
て
に
申
し
入
れ
ま
し
た
。


